
■お問合せ：九州地方環境パートナーシップオフィス（EPO九州）

Tel：096-312-1884 Mail：info@epo-kyushu.jp

日 時

会 場

お申込み

対 象

プログラム

国際生物多様性の日／地域生物多様性増進法施行記念シンポジウム

国際生物多様性の日である５月２２日に、ネイチャーポジティブ経済に関する最新の動向を知り、その象徴
ともなる自然共生サイトの活動（生物多様性増進活動）を推進するため、本シンポジウムを開催します。
自然の再生産力が豊かであり、ネイチャーポジティブの実現に大きなポテンシャルを有する九州の地にて、
多くの関係者が集い、議論と情報交換を行うことで九州の地からネイチャーポジティブの実現を目指します。

令和７年 ５月２２日（木）12:30～17:30

北九州市立 自然史・歴史博物館 いのちのたび博物館 ガイド館
（福岡県北九州市八幡東区東田２丁目４−１）

・自然共生サイト認定団体またはこれから認定を目指す団体
・関係行政機関、企業・団体、NPO、市民等

講師・登壇者
については、
裏面をご覧く
ださい

第１部 「ネイチャーポジティブ社会を九州の地から」

第２部 自然共生サイト交流会

12：30～ 開催挨拶 九州地方環境事務所 則久 雅司 所長
12：35～「ネイチャーポジティブ・自然共生サイトを巡る施策の最新動向」

環境省 自然環境局自然環境計画課 番匠 克二 課長

12：50～「北九州市の生物多様性戦略～アーバンネイチャー北九州～」

北九州市 武内 和久 市長

13：05～【基調講演】

「ネイチャーポジティブ社会への移行に向けて、

世界の動向と企業の取り組み」

日経ESG シニアエディター

東北大学グリーン未来創造機構 大学院生命科学研究科

藤田 香 教授

13：45～ パネルディスカッション

「自然共生サイトとビジネス・経済のつながり」

ファシリテーター 西南学院大学 法学部 勢一 智子 教授

15：30～ 開会

15：35～ 自然共生サイト参加者ピッチトーク

名刺交換等交流会

17：30 閉会

下記URLもしくはQRコードよりお申し込みください
https://forms.office.com/r/pibMRZif0d
※5月17日(土)申込締切

※翌２３日午前に自然共生サイト見学会を開催予定（裏面参照）



【講師等紹介】

公益財団法人 イオン環境財団
専務理事兼事務局長 工学博士

山本 百合子
フューチャー・アース日本委員会 共同委員長
千葉大学 客員教授
東北大学 災害科学国際研究所 客員特任教授

北九州市長 武内 和久
厚生省（現：厚生労働省）で少子高
齢化政策に従事。その後、アクセン
チュア㈱、マッキンゼー・アンド・カン
パニー、九州国際大学客員教授等
を歴任し、2023年北九州市長に
就任。「世界をリードするサステナビ
リティ」を市政の主要テーマに掲げ
て邁進中。

【パネルディスカッション】

環境省 自然環境局
自然環境計画課 課長
番匠 克二
博士（農学）、技術士（総合技術監理・環境）
環境省北海道地方環境事務所長、国立公園
課長等を経て、2024年7月より現職。
2025年4月に新設された地域ネイチャー
ポジティブ推進室長を併任。

◎基調講演
東北大学グリーン未来創造機構 大学院生命科学研究科 教授 藤田 香
富山県生まれ。東京大学理学部物理学科を卒業し、日経BP社でナショナルジオグラフィック
日本版副編集長、日経ESG編集委員などを歴任。現在、日経ESGシニアエディター。東北大
学で「ネイチャーポジティブ発展社会実現拠点」の副拠点長を務める。専門は生物多様性と
ビジネス、持続可能な調達、人権デューデリ、地方創生など。環境省中央環境審議会委員。
近著に『ESGとTNFD時代のイチから分かる生物多様性・ネイチャーポジティブ経営』がある。

株式会社 肥後銀行 地域振興部長
大野 隆
2018年にサステナビリティ推進室長に就任。
以後、銀行自体のSDGsの取組みだけでなく、
300社を超える地元企業のSDGsの取組み
支援に携わる。現在は産学官金連携による課
題解決支援業務に従事している。

【ファシリテーター】
西南学院大学 法学部 教授
勢一 智子
専門は、行政法、環境法、地方自治法。中央
環境審議会委員、地方分権改革有識者会
議議員、北九州市政変革推進会議構成員、
福岡市環境審議会長などを兼務。

田島山業 株式会社 代表取締役
田島 信太郎
慶應義塾大学 法学部卒。大分県日田市に
て鎌倉時代から代々続く林業経営者。
1985年4 月、28歳の時に父親の急死
を受けて、後を継いで林業経営の道へ。
1988年、田島山業株式会社を設立。

山川町漁業協同組合 理事
川畑 友和
2003年から漁業に従事し小型定置網を
営みながら沿岸域の“海のゆりかご”である
藻場造成活動を実施している。
また、魚食普及活動や藻場の重要性を全国
の小学校で出前授業なども行なっている。

KMバイオロジクス 株式会社
企画管理本部 総務部長
永田 孝士
医薬品メーカーの人事、医療機関の事務
管理職を経て、2022年より現職。
担当している総務部にて全社のサステナ
ビリティ活動を推進。

【自然共生サイト見学会】

見学会 北九州市響灘ビオトープ 見学会 ５月２３日（金）10:00～12:00

9：45 現地集合 (北九州市若松区響町一丁目)

10：00 北九州市響灘ビオトープ 見学会開始

12：00  解 散

※自然共生サイト見学会は事前予約先着の定員制です。

■主催：環境省 九州地方環境事務所

■共 催：北九州市


